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 欧州取材旅：カディス・再訪のロマン 057 
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フラメンコ、闘牛の本場アンダルシア、ピレネーを越えると、 
そこはアフリカ。文化、伝統、芸術にアラブの香りが色濃いスペイン。 

特に最南部に位置するアンダルシア。 
8世紀初めから800年間続いたイスラム帝国の支配。 

 
グラナダのアルハンブラ宮殿、コルドバのメスキータなど 

アラビア⽂化の⾹りが⾄る所に残っている。 
⼣闇の喧騒の中に、響きわたる、カンテ（歌声）は、 

もの悲しいけれど、⼒強く情熱的。今を楽しく⽣きようという思いが 
込められているらしい。 

 
歴史の⼀ページを飾ったカディスの街も、今はひっそり。訪ねたのは晩秋。 

誰もいない海。私には素敵な静かな海岸線。砂浜に腰を下ろした。 
⼣景。その時、カナリア諸島で⾒たような、 

夢とロマンの、豪華客船が、⽬に⾶び込んできた。 
 
 
 

 
 
 
 



山はみどり 野に花 人には心 
 

寄せては返す、波の⾳に、⽿を傾けながら、忘我のひと時は最⾼。 
時を忘れて、ひと時を、楽しんだ次第。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 


